
 

 

 

キッチンは、お金と数の学びの宝庫!! 

火のかわりに使うのは、電子レンジとオーブン。 

包丁もほとんど使わない魔法のレシピ!! 

買い物と調理実習を通じて、お金のやりくりと数を学ぶ講座です。 

 

【開催日】 平成 29 年 6 月 10 日(土) 10:30～13:30 
調理実習メニュー  : 肉巻き、プリン 

主となる算数テーマ : たしざん・ひきざん 

【会 場】 山科青少年活動センター調理室 
http://ys-kyoto.org/yamashina/access/ 

【講座概要】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発達障がい等ある小・中学生親子 5 組(お金を払えるお子さん。1 年生でも大丈夫です) 

（手帳無し可、健常のきょうだいも参加可） 

各回 1,000 円(主に食材費。調理実習では学習の一環として、会場費の一部を参加費の中

からご負担いただきます。)  

お電話・FAX、またはメール 

(お名前、お電話番号、メールアドレスをお伝え下さい。折り返し詳細を連絡します) 

6 月 5 日(月) 午後 17 時 

ご参加が確定したご家庭には、当日スケジュール(写真入り)を郵送します。 

① 講座開催当日は、見学者(大人 5～6 名程度)を受け入れ予定です。 

② 事前アンケートをお送りしますので、ご協力お願いします。 

 

お申込・お問合せ : お金で学ぶさんすう® (担当:住山(すみやま)) 

参加費用 

募集定員 

申込方法 

応募締切 

【TEL】075-573-5528 (携帯 090-1228-8211)  【e-mail】smile@okane-sansuu.com 
※ご見学希望の方も、こちらにご連絡下さい 

その他 

今すぐ、将来ずっと、暮らしに役立つ！ 
 
この講座は、「お金（やりくり）」と「お料理」と「さんすう」を組み合わせた学習プログ
ラムです。 
数や計算が、日々の生活でどんな風に関わっているかを体感する事が目的です。 
 
調理実習に必要なお金は、家計やりくりの最小単位です。 
今回の調理実習プログラムでは、こども達に予算 1000 円の中から、食材費以外に必要な
水道光熱費や会場費を、一部支払ってもらう形にしています。 
そうすることで、普段あまり意識せずに使っているお金にも目を向けることが出来ます。 
 
またお料理を通じて、レシピに出てくる○○g や 1/2 個も一緒に考えていきます。 
生活に必要なお金・料理から「さんすう」を始めてみませんか。 
 
ぜひ、お金の専門家が提案する、新しい学習プログラムを体感しにお越しください。 

mailto:smile@okane-sansuu.com


【講師紹介】 

住山 志津枝(すみやま しずえ)   
お金で学ぶさんすう®理事長 

<資格>ファイナンシャル・プランナー(FP 技能士 1 級・CFP®) 
ゆうちょ財団金融教育支援員、簿記 1 級 

 
「なぜ勉強しなければならないの?」 
知的障がい、発達障がいあるこども達からのそうした疑問に、お金目線から
答えることで、学校の勉強の必要性を伝えている。 
お金管理と算数が繋がるための学習プログラムを研究し、独自のセミナー
「お金で学ぶさんすう®」を展開中。 
京都市在住、2 人の子の母。うち 1 人は発達障がい。 

 
 

 

 

〖講師ごあいさつ〗 

私自身も、発達障がいある子の母親です。独特なコミュニケーションに困ったり、笑ったり、

子どもの不登校も経験しながら、ユニークな子育てを頑張ってます。 

 

こども達にとって、お金を稼ぐのは未来の話ですが、お金を使う事はもう始まっています。 

お金は、包丁と同じ特性を持っています。正しい使い方をすれば幸せになるための道具です

が、誤った使い方をすると、自分や人を傷つけてしまう側面も持っています。 

 

現代社会では、カードやインターネットショッピングなど、「見えないお金」が増えました。

だからこそ、大人の目の届くこどもの時からお金の使い方をきちんと学ぶ必要があります。 

 

お金のやりくりの基本を、ぜひ一緒に学びに来てください!! 

 

申し込み・問い合わせ先 (ご見学希望の方も、こちらにお願いします) 

〒607-8255 京都市山科区小野御所ノ内町 21-13  

お金で学ぶさんすう® 担当 住山 志津枝(すみやま しずえ) 

TEL・FAX:075-573-5528（8 時～16 時） 携帯 : 090-1228-8211 

e-mail : smile@okane-sansuu.com 


